
 

 

 

 

★感染性胃腸炎（ノロウイルス感染症とロタウイルス感染症）について★ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ノロウイルス感染症 ロタウイルス感染症 

かかりやすい年齢 全年齢 ３歳未満の乳幼児が中心 

潜伏期間 １２～４８時間後 １～３日 

感染経路 
経口（糞口）感染，接触感染，空気感染（嘔吐物からの感染力は高く，乾燥

しエアロゾル（煙霧）化した嘔吐物からの空気感染がある） 

症状 吐き気，嘔吐，下痢 吐き気，嘔吐，下痢（白色） 

合併症 脱水，けいれん，脳症など 

感染する 

期間 

症状が有る期間が主なウイルス排泄期間 

※ 症状が消失した後もウイルスの排泄は２～３週間続くため，便とおむつ

の取り扱いに注意する 

予防方法 

手洗い，うがい，便や嘔吐物の適切な

処理（消毒やマスク，手袋の着用） 

手洗い，うがい，便や嘔吐物の適切な

処理（消毒やマスク，手袋の着用），

予防接種 

登所（園）の目安 嘔吐・下痢等の症状が治まり，普段の食事ができること 

 

－ 

 

朝夕冷え込みを感じる季節となりました。 

今回は，「感染性胃腸炎」についてお知らせ

します。 

人から人への二次感染を防ぐのに有効なのは手洗いです。（特に嘔吐や便の処理前後） 

Q：手洗いをしても，洗い残しが多い部分はとこでしょう？？？ 

             （答えは次ページへ・・・） 

●指先（特に爪の周

りや甘皮部分） 

●指の間 

●親指の周り 

●手首 

●手のしわ 
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ほけんだより 



ということは・・・ 

「ゆっくり洗う時間がない！」というあなたに朗報です！！ 

●指先（特に爪の周りや甘皮部分） 

●指の間 

●親指の周り 

●手首 

 

さらにおまけの○秘テクニック！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この４か所を意識して洗うだけでも効果的！ 

「ゆっくり手を洗う時間がない！」というとき

は，手の甲や手のひらではなく，この４か所だ

けは念入りに意識して手を洗うようにしましょ

う！！ 

其の一：付属品は付けるべからず 

指輪の隙間に菌やウイルスが付着しやすくなります。爪は短く切り， 

時計や指輪は外す。 

其の二：手袋を過信するべからず 

手洗い → 手袋をはめる → 排泄物処理 → 手袋を外す → 手洗い 

手袋を使用する場合，一人ケアするごとに手袋は交換する。 

其の三：手を洗い終わっても油断するべからず 

手洗い後は個人のハンカチやタオル又はペーパータオルを使用し， 

共有しない。ハンカチやタオルの貸し借りは厳禁。 

一番大切なのは，感染症予防に対する，職員一人一人の意識
● ●

です。 

基本的な手洗いを徹底し，これからの感染症シーズンに備えましょう！！ 

感染性胃腸炎集団感染 2017年度   ：35施設（有症状職員数 31名） 

2018年度上半期：1８施設（有症状職員数 55名） 


